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修徳社会福祉協議会

平成27年11月1日（日）修徳公園にて、昨年に引き続き修徳交通

対策協議会（以下交対協）の主催にて、交対協委員全員22名 ・自転

車安全整備士6名の方々により「自転車安全点検・整備とTSマー

（※）取得事業」を実施し、たしました。

これは安心 ・安全な自転車利用を普及するために実施したもの

です。（TSマーク取得の費用は本来なら1,000円以上かかりますが、

今回は修徳交対協が一部負担し個人負担金は500円で取得と加入が

できました）

当日は学区民約250名の方々がTSマーク取得事業に参加され、

各自が持ち込まれた自転車を自転車安全整備士の方々が1台 1台点

検されました。

交通事故の加害者や被害者にならないよう、思いやり ・譲り合い

の気持ちを大切に安心 ・安全に自転車を利用され、自転車による悲

惨な事故を無くすよう、今後もこのTSマークの有効期限が切れる

1年後に合せ取得事業を毎年継続していきたいものです。 発行責任者 福井謙 三

編集責任者 浅野 三 朗

印刷所 （却章美プリント
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を
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、
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平
成
部
年
1
月
却
日
（
金
）

羽
田
（
土
）
の
両
日
下
京
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
シ

ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
作
品

が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

書
道
、
手
芸
、
写
真
、
絵
画

な
ど
で
す
。
ど
れ
を
見
て
も

以
前
か
ら
打
ち
込
ん
で
お
ら

れ
た
様
で
、
素
晴
ら
し
い
作

品
ば
か
り
で
す
。
好
き
な
事

を
仲
間
と
一
緒
に
行
う
事
で
、

励
み
に
も
な
り
、
活
力
も
湧

い
て
く
る
で
し
ょ
う
。

修
和
会
の
方
も
十
数
人
発

表
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

他
の
学
区
の
方
々
と
も
交
流

さ
れ
て
、
お
互
い
に
情
報
を

交
換
さ
れ
て
お
ら
れ
る
事
で

し
ょ
う
。
来
年
も
良
い
作
品

を
見
せ
て
下
さ
い
。
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（※）T Sマークとは

自転車安全整備店に勤務する自転車安全整備士が、点検・整備し

た安全な「普通自転車」に貼るシール。「TSマーク」には損害保険と

賠償責任保険が付帯しており、最大5千万円の賠償責任保険や、一律

10万円の被害者見舞金などが保障される。

正治

尚、平成27年12月15日市民新聞下京区版『下京のひびき』にも

記事と写真が掲載されました。

ク

村山会長修徳交通対策協議会
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量，.ar，，.里ー－
113S liiS¥ 

京都市下京区新町通松原下る富永町110-1

＠特別養護老人ホーム ft 351-2181 
．ショートステイ ft 351-2139 
．デイサービスセンタ－ ft 351-2191 
・ 居宅介護支援事業所 ft 351-2152 
・地域包括支援センタ－ ft 351-2153 
・児 童 館 ft353-6399 
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修徳学区自主防災会平成27年度報告

平成27年 4月に京都市消防局より、災害時に住民の行

動の基本となるマニュアル 1が発表され、これを基に各学

区の状態に適合するように作成せよとの指示がありました。

災害の種類は地震、水災害、土砂災害でありますが、土砂

災害は修徳学区には適用されていません。

内容は役割分担、初動活動、会本部立ち上げ、情報収集

伝達、応援活動、防災知識の普及啓発、防災訓練の実施、

防災機材の整備点検、要配慮者の安否確認避難支援が有り

ます。同年9月にマニュアル（案）は作成し、自主防災会

役員と一部の自治会役員に配布しました。今後内容をさら

に検討し、災害時の被害の状況に応じて対応の仕方が変わ

るため協議、相談し作成していき ます。学区民の方でマニ

ュアルを見たい方は、インターネッ トで 「防災行動マニ

ュアル京都市」 にアクセスして下さい。閲覧できます。

災害が起こった時に対応できる道具、機材、食糧を保管

しています。期限が過ぎた物は取り換えています。今後も

補充して行く予定です。

卓 也高 橋自主防災会会長

ハロゲンライト

サークルライト

カセットボンベ

｜主な保管備品｜

ハンドマイク工具類消火バケツ

発電機簡易トイレ避難用テント

ワンセグテレビ トイレ凝固剤

非常食飲料水等

平成27年10月28日（水） 19時30分より総合

防災訓練の事前説明会を開催し、各町内の自主

防災部長、同副部長、町内会長、及び自治連合会長、修徳消防分団の方々、下京消

防署、下京区役所、修徳自主防災会の役員、合計50名が参加しました。防災訓練の

実施要綱や注意事項を説明し、また質問にも対応しました。

同年11月15日（日）に、各町内及び修徳公園で

内で、は家族の安否確認や地域の被害状況確認をして、避難場所まで集団で行動しま

した。避難場所の修徳公園では、避難者の名簿提出と被害状況の報告を してもらい

ました。

消火器の使用訓練はまず「火事だ！ Jと大声で知らせ、その後にノズルを火元に
向け炎全体を包むように消火剤を噴射する。 炎が天井に回るまでで、それ以上にな

ると避難する。自宅の消火器は有効期限が過ぎていなし、か確認しておいて下さい。

心肺蘇生法は、倒れている人を見たら、まず助けを呼ぶこと。そして119番通報

とAEDの要請を行う。そして呼吸を確認し、していなければ、胸の真ん中を手の

平の付け根で、体重をかけ 1分間に100回の速さで30回の胸骨圧迫と、人口呼吸2

回を救急隊が来るまで続けて下さい。

担架を使つての搬送訓練と、地震が発生した時の行動をどのようにすれば良いか、

ノTネルに絵と文字で表示し、参加された人にわかるように説明しました。

最後に下京消防署、下京区役所の方に講評をいただき、修徳女性会の方々が作っ

て下さった温かいアルファー米（非常食）を、参加者全員に配給しました。

当日参加者は、町内住民、マンション住民、消防署、区役所、消防分団、女性会、

自主防災会の方々で総合計261人でした。来年度も訓練を行います。よろしくお願

いします。

総合防災訓練｜
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今
年
も
材
木
町
恒
例
の
餅

っ
き
大
会
を
小
畑
様
ガ
レ
ー

ジ
で
行
い
ま
し
た
。

ロ
月
に
入
っ
て
も
暖
か
い

日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

当
日
は
師
走
ら
し
い
一
日
で

し
た
。
例
年
ど
お
り
子
供
た

ち
を
ま
じ
え
て
、
お
餅
を
っ

き
、
ま
る
め
、
出
来
立
て
を

美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

町
内
マ
ン
シ
ョ
ン
に
在
住

の
中
国
人
留
学
生
や
、
通
り

す
が
り
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
旅
人
、
や
は
り
旅
行
の
イ

タ
リ
ア
人
家
族
な
ど
外
国
人

も
交
え
て
い

っ
そ
う
の
盛
り

上
が
り
！

彼
ら
は
初
め
て

の
餅
つ
き
を
体
験
し
、
お
餅

も
「
お
い
し
い
」
と
食
べ
て

く
れ
ま
し
た
。

「
お
も
て
な
し
」
の
心
で

ふ
れ
あ
い
、
日
本
の
文
化
も

少
し
は
紹
介
で
き
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
思
い
も
よ
ら

ず
国
際
交
流
が
で
き
た
楽
し

い
一
日
で
し
た
。
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弁
財
天
町
が
映
画
に

前
回
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

撮
影
で
し
た
が
今
度
は
ま
た

映
画
撮
影
が
町
内
で
あ
り
ま

し
た
。
町
内
の
旅
館
「
十
四
奉
」

さ
ん
か
ら
出
て
く
る
女
優
さ

ん
を
撮
っ
て
い
る
の
で
す
が

通
り
へ
出
た
途
端
転
び
ま
し

た
。
あ
れ
も
演
技
で
す
か
、

と
ス
タ
ッ
フ
に
聞
く
と
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い
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あ
れ
は
ア
ク
シ
デ
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で
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い
ま
す
。
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航
プ
リ
ン
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ス
ホ
テ
ル
で
出

席
者
臼
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
岸
副
会
長
の
司
会
、

小
生

の
新
年
の
挨
拶
と
平
成
幻
年

度
の
行
事
報
告
、
来
年
度
の

町
会
長
小
野
徹
氏
の
紹
介
。

中
村
正
和
修
徳
消
防
分
団
長

が
防
火
、
防
災
等
、
特
に
地

震
な
ど
関
心
の
深
い
話
を
さ

れ
ま
し
た
。

山
岸
前
会
長
の
乾
杯
の
音

頭
で
皆
様
方
の
「
健
康
と
お

家
の
繁
栄
」
を
祈
り
盃
を
あ

げ
歓
談
の
食
事
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
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総
会
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び
に
新
年
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か

ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
」
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。
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。
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が
き
っ
か
け
で
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
題
名

は
「
水
面
の
あ
か
り
」
ミ
ナ

モ
で
は
な
く
ス
イ
メ
ン
だ
と
。

主
演
は
加
藤
千
果
さ
ん
、
独

立
プ
ロ
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

女
優
さ
ん
の
名
も
知
ら
な
い

し
、
封
切
の
臼
も
未
定
だ
そ

う
で
す
が
、
ま
ず
は
ご
報
告

ま
で
。

弁
財
天
町
P
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報
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都

倉

昭

蔵

ン
ケ
ン
ゲ
l
ム
を
行
い
景
品

は
白
米
、
ホ
テ
ル
提
供
の
優

待
券
、
デ
パ
ー
ト
商
品
券
等

多
数
あ
り
皆
様
は
楽
し
く
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
新
年

会
に
は
皆
様
の
達
者
な
姿
に

接
し
、
特
に
本
年
は
出
席
者

も
多
く
町
内
に
対
す
る
関
心

と
協
力
の
高
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
特
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住

い
の
方
々
と
の
交
流
が
盛
ん

に
な
り
、
各
行
事
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
機
会
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に

若
い
年
代
の
方
々
の
町
内
行

事
の
お
世
話
に
負
う
と
こ
ろ

が
多
い
事
を
い
つ
も
感
じ
て

お
り
ま
す
。

大
江
町
会
長伊
藤

転

入

よ
ろ
し
く

J二
垣

篤
雅
子
（屯
屋
）

9 
月転

出

お
元
気
で

1 
月

竹
垣

聖
子
（
薮
下
）

2 
月

黄
瀬

良
彦

（布
屋
）

誕

生

お
め
で
と
う

9
月岡
田

フ
ア
ル
ハ
ン

悠
早
歩
く
ん
（
玉
屋
）

ロ
限

お
悔
や
み

牽
＋
巾
し
ま
す

2
月

小
林

業
子

（布
屋
）

（旧
姓
川
村
）
享
年
目

満
夫

称
略
）
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女
性
会

い修徳

暖
冬
と
は
い
え
、
寒
さ
が

身
に
し
み
る
毎
日
で
す
が
、

ロ
月
恒
例
「
女
性
の
集
い
」

が
、
せ
ん
だ
ん
ホ
l
ル
に
て
、

午
後
6
時
半
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
今
年
は
少
し
違
っ
た
趣

向
で
」
と
い
う
中
村
会
長
の

提
案
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

声
楽
家
豊
田
先
生
の
指
導
の

も
と
、
各
町
内
女
性
会
委
員

の
皆
様
、
女
性
会
役
員
一
同

が
、
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
を
片
手

に
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

を
歌
い
な
が
ら
、
東
西
に
分

か
れ
入
場
、
舞
台
前
の
花
瓶

に
花
を
生
け
ま
し
た
。
胤
名

し楽つιー

修
和
会

なで築

木

秀

下

代

の
参
加
者
の
皆
様
の
温
か
い

手
拍
子
が
、
な
お
一
層
、
会

場
を
華
や
か
に
盛
り
あ
げ
て

下
さ
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
上
田
副
会
長

の
司
会
に
よ
り
、
中
村
会
長

の
感
激
の
気
持
ち
が
あ
ふ
れ

る
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
連
合

会
会
長
福
井
様
、
修
徳
福
祉

施
設
長
小
梶
様
、
そ
し
て
ご

来
賓
の
山
岸
様
、
平
井
様
、

中
村
（
絢
子
）
様
の
ご
挨
拶
、

続
い
て
、
児
童
館
館
長
木
戸

先
生
、
小
倉
先
生
の
ご
挨
拶

を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ご
来
賓
の
平
井
様
の
乾

杯
の
お
声
が
け
で
、
楽
し
い

菊
花
展
行

半
月
ば
か
り
好
天
が
続
い

て
琵
琶
湖
の
水
位
も
マ
イ
ナ

ス
4
セ
ン
チ
ま
で
下
が
り
、

週
間
天
気
予
報
で
は
叩
月
初

日
だ
け
が
傘
マ
l
ク
。
そ
れ

が
修
和
会
の
菊
花
展
行
き
の

日
で
す
。
前
日
の
お
日
の
朝

で
も
明
日
は
雨
と
言
っ
て
い

た
。と
こ
ろ
が
夜
に
な
る
と
予

報
が
お
日
は
日
没
ま
で
晴
れ
、

雨
は
夜
か
ら
、
に
な
っ
て
き

た
。
な
ん
と
み
な
さ
ん
精
進

の
い
い
方
ば
か
り
。
お
天
気

の
女
神
が
一
日
順
延
に
し
て

く
れ
た
。

翌
朝
、
は
た
し
て
空
は
快

晴
、
張
り
き
っ
た
臼
名
、
叩

時
何
分
五
条
駅
か
ら
地
下
鉄

で
北
山
駅
へ
、
植
物
園
北
口

みん平成28年3月20日3 

か
ら
花
壇
を
西
へ
回
っ
て
カ

サ
コ
ソ
落
ち
葉
を
踏
み
な
が

ら
芝
生
の
広
場
へ
と
進
み
ま

す
。菊
花
展
ま
で
来
る
と
他
所

か
ら
の
来
場
者
も
多
数
お
ら

れ
ま
す
。
ま
ず
大
菊
3
本
仕

立
の
目
を
見
張
る
よ
う
な
豪

華
な
大
輸
の
整
列
に
圧
倒
さ

れ
ま
す
。
次
は
懸
崖
作
り
の

い
か
に
も
手
を
か
け
て
育
て

た
と
思
わ
れ
る
作
品
、
続
い

て
江
戸
菊
、
肥
後
菊
、
伊
勢

菊
、
嵯
峨
菊
の
グ
ル
ー
プ
。

首
を
す
く
め
た
よ
う
な
福
助

仕
立
て
、
こ
れ
は
今
年
は
じ

め
て
み
る
よ
、
つ
に
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
次
が
本
命
と
思
わ

れ
る
菊
の
列
。
ど
れ
も
花
も

葉
も
見
事
な
出
来
栄
え
、
足

食
事
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
寿
司
と
今
年
も
中
村
会
長

手
作
り
の
お
い
し
い
ア
サ
リ

の
お
吸
い
物
を
よ
ば
れ
な
が

ら
、
シ
ョ

l
タ
イ
ム
。
今
年

の
「
イ
ラ
ス
ト
探
し
」
は
、

「
魚
」
を
当
て
る
ク
イ
ズ
か

ら
で
し
た
。
半
数
近
く
の
皆

様
が
、
素
敵
な
鉢
植
え
が
当

た
り
、
嬉
し
い
歓
声
が
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
声
楽
家
豊
田
先

生
と
住
友
先
生
の
ピ
ア
ノ
演

奏
に
よ
り
、
み
ん
な
で
「
故

郷
」
「
浜
千
鳥
」
な
ど
を
合

唱
し
た
後
、
先
生
の
素
敵
な

オ
ペ
ラ
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

酔
い
し
れ
る
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
4

こ
の
後
、

一一
息
入
れ
て
、

「
頭
の
体
操
」
の
時
間
。
ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
三
択
ク
イ

ズ
で
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
る
会

場
と
な
り
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
タ

が
自
然
に
と
ま
り
ま
す
。
そ

し
て
出
品
者
の
名
札
板
も
例

年
よ
り
小
さ
く
な
っ
て
新
し

い
木
板
に
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

が
相
変
わ
ら
ず
南
丹
市
、
宇

治
市
、
市
内
で
は
北
区
、
伏

見
区
、
山
科
区
が
目
立
ち
、

下
京
、
中
京
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
あ
土
地
柄
仕
方
な
い
こ
と
、

と
思
い
な
が
ら
盆
栽
コ
ー
ナ

ー
へ
移
る
と
な
ん
と
下
京
区
、

そ
れ
も
徳
万
町
、
大
辻
泰
弘

さ
ん
の
鉢
が
！
。
題
が

『春

日
ノ
星』。

赤
み
が
か

っ
た

黄
色
の
花
が
微
笑
み
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
て

い
る
と
は
聞
い
て
は
い
た
が

こ
の
可
愛
さ
は
ど
う
だ
。

他

の
大
き
な
作
品
に
も
劣
ら
ぬ

出
来
栄
え
に
す
っ
か
り
足
が

軽
く
な
っ
て
、
く
っ
き
り
聾

え
る
比
叡
山
を
見
上
げ
な
が

ら
出
口
へ
引
き
返
し
ま
し
た
。

員
数
確
認
後
、
北
山
通
り

の
中
華
料
理
店
へ
。
今
年
は

出
席
数
最
高
の
臼
名
に
テ
ー

ブ
ル
は
満
席
、
店
員
さ
ん
が

通
り
に
く
い
ほ
ど
部
屋
が
詰

ま
り
ま
し
た
。
中
谷
会
長
が

お
ら
れ
な
く
な
っ
て
少
々
さ

び
し
い
気
も
し
ま
し
た
が
小

林
新
会
長
の
も
と
、
今
年
も

楽
し
く
菊
花
展
へ
行
け
ま
し

た
。お
い
し
い
料
理
に
お
腹
も

ご
機
嫌
、
め
で
た
く
解
散
、

そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。
ご
出
席
の
み
な
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
疲
れ
の
で
ま
せ
ん
よ
う
に
。

修
和
会
都
倉
昭
蔵

菊
盆
栽
は
、
2
月
に
入
っ

て
「
新
芽
が
出
て
い
る
所
か

ら
苗
を
取
り
育
て
ま
す
。
あ

る
程
度
大
き
て
育
つ
で
き
た

ら
、
針
金
を
幹
に
巻
き
つ
け

て
ま
げ
て
形
を
作
り
ま
す
。

直
幹
、
文
人
一
双
幹
、
寄
植
、

根
連
な
ど
い
右
い
ろ
な
仕
立

て
方
が
あ
り
ト
液
肥
、
殺
虫

剤
、
殺
菌
剤
な
ど

4
1
5種

類
を
組
み
あ
わ
せ

1
、
2
週

間
に
1
回
程
度
散
布
し
、
算

定
し
な
が
ら
、
叩
月
の
展
示

会
ま
で
葉
、
茎
、
に
虫
が
つ

か
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら

育
て
て
い
き
ま
す
。

展
示
会
の
初
日
ぐ
ら
い
前

か
ら
夜
6
時
1
朝
9
時
の
叩

時
間
ほ
ど
菊
を
暗
が
り
に
し

て
、
開
花
の
時
期
を
早
め
展

示
会
に
間
に
合
う
よ
う
に
し

ま
す
。
菊
作
り
の
経
験
は
ま
だ
2

年
ほ
ど
で
先
生
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。
徳
万
町

フて
i土

泰
Eム

イ
ム
で
は
、
勝
者
に
お
い
し

い
み
か
ん
が
当
た
る
と
い
う

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
み
ん
な
真
剣

勝
負
。
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
は
、

シ
ク
ラ
メ
ン
の
立
派
な
鉢
植

え
が
、

二
人
の
方
に
。
「う

ら
や
ま
し
い
」
と
い
う
声
と

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
ひ
と
と
き
も
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
、
中
村

（
秀
子
）
副
会
長
の
閉
会
の

挨
拶
後
、
り
ん
ご
の
お
土
産

を
持
っ
て
、
な
ご
り
惜
し
い

気
持
ち
で
話
し
な
が
ら
、
帰

ら
れ
る
皆
様
方
の
後
ろ
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
敵
な
会
を

楽
し
く
過
ご
せ
た
の
も
、
当

日
昼
よ
り
お
手
伝
い
下
さ
っ

た
各
町
内
委
員
の
皆
様
や
、

会
場
の
設
営
か
ら
音
響
の
操

作
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た

小
西
様
の
お
力
添
え
も
あ
っ

た
事
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
交
流
を

深
め
て
い
け
る
こ
の
行
事
を

楽
し
み
に
ご
参
加
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

女秋のグラウンドゴルフ成績表（27年11月23日格致校にて）女

個人戦（敬称略）

優勝 大辻泰弘（徳万） 31 

2位 内藤栄紀（体振B) 35 

3位 ファF木!<: 修司（体振B) 37 

3位 渡辺 勝子（亀屋） 37 

団体戦

優勝 体育振興会B 162 

2位 徳万 町 169 

3位 小田原町 174 

3位 大江町 174 

大辻泰弘作菊盆栽「春日ノ星」

栄紀内藤会長体育振興会此
濯
も
の
す
い
か
お庁叫
しで
ま
笑
う
L

宝

一A叫
が
す
『
か
り
桂
『
た
判
定
妨

喪
の
華
客
会
与
ば
賀
状
だ
『
た
の
に

生
t・1
4
4

が
だ
ん
だ
ん
下
手

K
す
る
余
生

い

7

弁
財
天
町

都
倉

昭
蔵 これぐらいの距離が難しいんですママのショットが気になります
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し楽

遇面

つιーみん なで 築

地球温暖化のなか太陽の暖かい日差しを受け平成28年 1月11日（月・

祝）に自治連合会主催で修徳消防分団出初式と餅つきを行いました。

朝9時より分団員の家族の応援により餅米の蒸しと豚汁の下ごしらえが
始まり、 10時前より餅っきの開始。6年目と言うことで慣れた手つきで

上々の滑り出しでっき上がった餅は次々に丸められていきました。

11時30分より「修徳公園」で下京消防団の村上副団長と下京消防署の金

井課長に手帳点検を受け、講評を頂きました。その後に修徳副分団長でも

ある福井自治連合会会長から挨拶があり、最後に私から日頃のお礼と残念

ながら昨年に学区内で火災のあった事の報告をさせて頂きました。

現在は24名の団員で活動していますが当日は19名で点検を行いました。

修徳分団の伝統の重みと固い団結力でキピキピと出来たのは、我ながら感

心いたしました。それよりも多数（約大人70名、子供30名）の学区民の皆

さんが応援に駆けつけて頂いたことが何よりの励みになりました。

点検終了後、豚汁とお酒が振る舞われました。例年より暖かかったので早

朝より多くのお子様連れの方が来られていました。子供には餅つきをして

もらったりして賑やかで、豚汁 ・きな粉餅 ・いちご大福などには行列が出

来ていました。

このように今回の行事が成功できましたことは福井会長のご理解と各種

団体長 ・特養施設の皆様のご支援の賜物と心より感謝致しております。こ

れからも分団員一丸となって修徳学区の防火防災運動に励み安心安全なま

ちづくりの為、頑張って参りますので皆様方のご支援ご協力の程よろしく

お願いいたします。

最後になりましたが、消防団活動ができるのは団員の家族の理解と協力あ

ってのことです。団員を送り出す時は笑顔でお願いします。本当に当日のお

手伝いおつかれさまでした。今後とも宜しくお

願い致します。

修徳消防分団長

・-......←. , r.. 『，、．’＿.＿ . ~ ・ ’ a

叫刈及カ~e::6>あがjを教却~~tf；：~~＇ま5問
平成28年2月12日（金）に洛央小学校で生徒さん遠の日頃の学
習成果を表現発表する場となる「ハートフル洛央」が行われました。
l年生が発表する「おもちゃのくにへタイムスリップ」の劇中
に登場する 「昔の遊びJを、洛央学区のおじさん、おばさん達が
事前に教えに行きました。
中には上手な生徒さんもおられ、家族の方からも教えてもらっ
ているのでしょう。この地域の良い面が出ているように思います。

修和会高橋卓也

松
原
通
（
み
ち
）
の
駅

職
人
の
仕
事
場
見
学
ツ

F
l

平
成
幻
年
什
月
引
日

松
原
通
界
隈
活
性
化
活
動

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
が
松

原
通
（
み
ち
）
の
駅
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
さ
れ
た
。
今
回
初

の
取
り
組
み
は
、
松
原
通
り

界
隈
の
職
人
の
仕
事
場
を
め

ぐ
る
ツ
ア
1
だ
。
修
徳
学
区

か
ら
は
、
棋
田
商
店
（
畳

匠
・材
木
）
、
玉
虫
商
店
（
表

装
・
吉
水
俊
成
）
が
選
ば
れ

た
。
地
元
民
の
み
な
ら
ず
東

京
、
大
阪
な
ど
他
地
域
か
ら

の
参
加
者
も
あ
り
、
ふ
だ
ん

は
且
に
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
職
人
仕
事
の
世
界
を
見
学

し
楽
し
ん
で
い
た
。

P
R情
報
委
員
長

浅
野
三
朗

投票結果

当日有権者数 投票者数 投票率（%）

京都市全体 1,141,060 407,129 35.68 

下 京 区 63,880 21,445 33.57 

投票管理者

修徳学区の投票率は、 32.3%でした。

尚、本年7月には参議院議員通常選挙が予定
されています。

選挙管理委員会 茂照川成

京都市市長選挙（2月7日）

I 長老びにきてね
うさぎ組（0歳～未就園児さん）
自・水曜日 JO:O 0～I I : 30 

j；舎
京都市立閲智幼稚園

たま3・ひ0¥2組
O～3才児対象
AM10: 00～ AM11 : 30 

幼稔園のお部屋・園陸に
.A ~ 

親子で遊びに釆ませんか？
ょうばい 、』』 町一

京都市立楊梅幼稚園 TEL

自
治
連
合
会
人
事

民
生
児
童
委
員
会
は
平
成
幻
年
叩

月
1
日
よ
り
多
田
啓
子
様
（
布
屋
）

に
会
長
代
理
職
就
任
を
お
願
い
し
、

了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。会
長

キ；%
;J:ド

諌F

351-0937 


